
The Lepidopterological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Lepidopterologioal 　Sooiety 　of 　Japan

Y へDORIGA や ど りが 230 号
’
20El）

●●o ． ・．●o ・ ● ● ● ・ ・ ● ● ・ ・ ● ● ● ● ● ● ・ ooo ● ● oo ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● o ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ■ ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ． ● ● ●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

°

　
態

广

　　　 柴谷篤弘先生 を偲ん で　　　　　　
’

●

■

●

●

●

●

●

●

O

●

●

●
●

9

日本鱗 翅学会副会長 ・自然保護委員長　石 井　実

　　　　 大阪府立大学大学院生命環境科学研究科

OOOO

●

O

●

OOO

●

O

●

O
oo ・ ・ ． ． ● ● ・ ● o ● ・ ・ ● ● …　　　 ． ． ． ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ■ ■ ■ ■ ● ● o ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● o ● ● o ● ● ● ● o ● ● o ● o ● ● o ● ● o

　本会の 設立当初か らの会員で、自然保護委員長を長

く務 め られ、鱗翅学 の 発展に も寄 5一された京都精華大

学名誉教授の 柴谷篤弘先生 が 本年（2011 年）3 月 25 凵、

肺炎 の ため享年 90 歳 で永眠され た。本会の 臼然保護

委員会の活動 を見直 し、活性化 したの は柴谷先生 の ご

尽力 に よ る もの で あ っ た 。
こ の小文で は、先生 の本会

の 自然保護活動 へ の ご貢献 につ い て振り返り、追悼の

辞と し たい 。

　先生 は、大阪府堺市 の お生 まれで 、1946年に京都

帝国人学理学部動物学科をご卒業後、山口県立医科大

学教授、広島大学原爆放射能医学研究所教授、オ
ー

ス

トラ リア連邦科学産業研究機構研究員、関西医科大学

教授、京都精華大学教授な どを歴任 され、1992年 か

ら 3年間、京都精革大学の学長を務 められ た。

　先生 の ご専門は分子生物学で 、早くか ら核酸の 重要

性に気づ か れ、「核酸研究会」 の ue　tLに参加、「生物学

の革命」 （み すず書房、1960年）を著わ される な ど、

こ の 分野 の 先進的な研究者と し て 活躍され た。先生は

1960年代の大学紛争を契機に オ ー
ス トラ リァ に渡 ら

れ、約 20年 間滞在、帰国後は科学者 の 社会的貢任 を

問う著作を出版される な ど、環境問題や差別 問題に つ

い て も積極 的 に 発 言された。先生がオ
ー

ス F ラ リア か

らの 帰国後すぐに 、 本会の 自然保護活動に積極的に関

わ られる ように なり、その 近代化を訴え られた背景に

は 、こ の よ う な考え方の 変化が あ っ た と想像さ れ る。

　先生は、本会の 自然保護委 員会 （当時の 委員長 は阿

江茂氏）に働き か けて 「囗本産蝶類の 哀亡 と保護」 の

刊行を提 言され る と と もに 、1990 年か らは （2000 年

まで）同委員会の 委員長 に就任 し、本会 の 自然保護活

動の陣頭指揮に あ た ら れ る よ う に な っ た。当時の チ ョ

ウ 類保護に 関す る先生 の 主張は、1990年 6 月に 大阪

市立自然史博物館で開催された第 1回 日本鱗翅学会セ

ミナー 「蝶類の 保護　自然保護 の
一環と し て」の 基

調講演で次の ように表現 されてい る。

　「最近まで、目木の チ ョ ウ の研究は 多くの 面 で 世 界

一流の 水準に ある、と い う内外 の 評判 が 定着 し て い た

が、これは図鑑の整備 ・生活史の解明
・

ア マ チ ュ ア の

実力 の 高 さ ・海外で の 研究 の 実績などに つ い て 、 確か

に裏付け の ある評価で あっ た とい え よう。し か し、こ

こ 10年あまりの 間に、海外の少なか らぬ国々 で、チ ョ

ウの 保護に関する新 しい 動きが 、理論と実践 の 両面 で

多くの 実績をあげる ように なっ て きた。その ため 、H

本で の 活動様式を現状の ま ま に放置する と、単に 日本

で チ ョ ウ の 多くが絶滅 し て ゆ くだけ で な く、 日本の

チ ョ ウ学や 自然保護に つ い て の方策が、世界水準か ら

大 きく落ち込むおそれがあ る。（中略）本会が こ の 時

期をと らえ て、自然保護の
一一環と して、チ ョ ウの 保護

に つ い て の セ ミ ナーを計画 ・実施する こ とは、時宜を

得た もの で あるだ ろ う 。 これ を機会に、口本 の 職業的

研究者が 、 チ ョ ウ の 保護に つ い て の 専門的な研究を開

始 し、ア マ チ ュ ア の チ ョ ウ愛好家が、チ ョ ウ の 保護を

活動 の 巾心 にすえ るとい う機運が積極的に うまれ て く

れば、ま こ と にすば らしい と思 う 。 （後略月（同 セ ミナ
ー

1994 年 5 月 関 西 蛾類談 話 会 の 例 会 に て （京都府美 山 町

佐 々 里 一現 ・南丹 市一）前列右 か ら 3 番 目 が柴谷先生
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講演要旨 ・資料集より〉

　先生 の 発案に基づ き 1989年に 発行 さ れ た 「日本産

蝶類の 衰亡 と保護」第 1集は、環境省 （当時は環境庁）

の 初版 の レ ッ ドデータ ブ ッ ク （1991年発行）に先立

つ もの で あり、 筆者もそ の 編集の 実務に関われ た の は

光栄な こ と で あ っ た。ま た、先生の リーダ ーシ ッ プの

もと 、 1994年の夏に筆者 らの大学で T ．R．　New 、」，　A，

Thomas、　L．　P．　Brower、　K．　S．　Brown、　M ．　Parsonとい っ

た海外研究者を招い て開催した本会の 50周年記念国際

シ ン ポ ジ ウム 「蝶 と人間 との 共生 の ために」（実行委員

長は阿江茂氏）は、国内で最初の昆虫類保護に関する

国際 シ ン ポ ジ ウ ム とな っ た。「衰亡 と保護」第 1 集で も

国際シ ン ポジウ ム で も、里山の 二次1杓自然の変貌がチ ョ

ウ類の 衰退の 要因で ある こ とが 指摘 さ れ た が、こ れ は

当時、日本で も関心が高まり始め た里山に おける牛物

多様性の 劣化問題 を先取 りするもの で あっ た。

　先生は、地域を定め ない 種指定の捕獲規制の 欺瞞件

を強 く主張 された。こ の 点 に つ い て、例え ば、本会が

1990年に某県に 送っ た あ る チ ョ ウ の種指定の 天然記

念物指定 に 反対する要望書の 中で、先生 は次の ように

述 べ て お られ る 。 「こ の チ ョ ウ は種指定の天然記念物

なの で、県全体にわた り、既知産地 の みな らず、未発

見の 生息地を含め、ど こで も成虫 ・幼生を採集 し、殺

し、観察の た め に標識 し、あ る い は持ち帰る こ とが禁

ぜ られて い ます。 これで は未知の産地の 発見
・
調査 ・

保全を い ち じる し く妨げ、天然記念物指定の 目的に よ

く適わぬ こ と に なります。その うえ、既知の 産地で も、

天然記念物生息 の場所で ある こ とが特定されない た め

に 、 必要な警告の 立て札の 設置や監祝体制がとられず、

採集と は無関係な他の 目的 （例 えば植林）の た め に、

そ の 生息環境を変更 し、ひ い て は 天然記念物指定種 を

意図せずに絶滅に追い やる こ と は、これをまっ た く任

意 に お こ ない う る わけです 。 したが っ て、種指定 の 天

然記念物は、行政側 に と っ て は、県民 の
一

部 に と っ て

望 ま しい 経済活動と、県民か ら付託 されて い る 自然保

護の 間に生 じうる板挟み の状態 に行政側が追い 込まれ

る の をた くみ に か わす絶妙な 手段の よ うに 思 え ます。 」

単な る種指定 の捕獲規制で は野生生物は守れず、継続

的なモ ニ タ リン グ が 必要で ある とい う考え方は 、先生

が制定時の ヒ ア リ ン グ に招か れた 「種の保存法」に も

牛 か され て い る。

　先牛 は、日本海をとりまく地域の鱗翅類の系統、自

然史、生物地 理 の 解明、牛 態系の 保護に も熱い 想 い を

もたれて い て、旧ソ 連の科学 ア カ デ ミーとの つ なが り

の 中で、1990年に三枝豊平、杉繁郎、森内茂、山根

li三気の各氏らを含む昆虫研究者と 同ア カ デ ミー
極東支

部 ・生物学十壌学研究所に よ る 「東部旧北区昆虫学日

ソ 共同研究」をコ ーデ ィ ネートされ た。こ の こ ともあ

り、先生は上記 の 国際シ ン ポ ジ ウ ム の 内容を収録し た

「Dec］ine　and 　Conservation　of　Butterflies　in　Japan　III」

（1996年発行）の 巻頭言の末尾 で 、第 1同の シ ンポジ

ウ ム で は、韓国や ロ シ ア の 沿海州 などの 研究者 を招待

で きな か っ たの は残念 で あっ たと述 べ て お られる。日

本と共通の チ ョ ウ相をもつ 国 々 の 研究者 による国際 自

然保護 シ ン ポジ ウ ム の 開催は、先生が私たちに託され

た 課題 で ある。

　柴谷先生 の本会に対する ご貢献に感謝 しつ つ 、先生

の ご冥福 をお祈 りした い ．

1989 年 f2 月日本鱗翅学会近畿支部の 懇親会 に て

前 列 左 か ら 2 番 目 が柴谷先生

1993 年 4 月 関西蛾類談話会 の 例会 に て く大 阪 府 茨 木 市

車作 ）　後 列 左 か ら 5 番目が柴谷先生
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